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短
い
紅
葉
の
時
期
も
過
ぎ
し
、

山
々
は
冬
の
準
備
を
終
え
、
長

く
厳
し
い
冬
の
訪
れ
を
待
つ
ば

か
り
で
す
。
今
年
の
冬
の
訪
れ

は
少
し
遅
い
様
で
、
長
期
予
報

で
も
気
温
は
平
年
並
み
か
高
く
、

山
沿
い
の
降
雪
量
も
平
年
並
み

か
少
な
い
と
予
想
さ
れ
、
今
年

は
暖
冬
の
気
配
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
暖
冬
で
あ
っ
て
も
、

一
日
の
降
雪
量
や
冷
え
込
み
が

少
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
積

雪
に
よ
る
牛
舎
等
の
被
害
や
、

凍
結
に
よ
る
設
備
の
故
障
が
心

配
さ
れ
ま
す
の
で
、
牛
舎
等
の

補
強
・
補
修
な
ど
を
励
行
し
て

く
だ
さ
い
。
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タ
検
索
シ
ス
テ
ム
」・
消
費
者
と
組
合

を
結
ぶ
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
」・
仕

入
れ
先
と
の
情
報
交
換
の
足
掛
か
り
と

し
て
「
仕
入
先
と
の
デ
ー
タ
連
携
」・
組

合
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
の
「
税

務
ソ
フ
ト
用
デ
ー
タ
作
成
」・
情
報
伝

達
の
近
代
化
及
び
高
速
化
を
進
め
る

「
職
員
毎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
設
定
」

等
を
行
い
ま
す
。

　

第
二
期
の
計
画
と
し
て
は
、「
業
務
デ

ー
タ
検
索
シ
ス
テ
ム
」
の
充
実
、
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
消
費
者
専
用
サ
イ
ト

の
充
実
、「
仕
入
れ
先
と
の
デ
ー
タ
連

携
」
連
携
先
の
開
拓
、「
税
務
ソ
フ
ト
用

デ
ー
タ
作
成
」
の
修
正
な
ど
を
行
う
計

画
で
す
。

　

第
三
期
の
計
画
は
、
第
一
期
〜
第
二

期
で
構
築
し
た
各
シ
ス
テ
ム
を
生
か
し
、

情
報
の
交
換
・
配
信
を
可
能
と
し
た

「
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
稼
動
を
目

指
し
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
銀
行
で
も

採
用
し
て
い
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
駆
使

し
て
お
り
、
希
望
に
よ
り
本
人
の
み
の

情
報
も
閲
覧
出
来
る
シ
ス
テ
ム
も
構
築

す
る
予
定
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

下
記
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
の
情
報
化
は
、
農
業
を
営
む
場

合
に
お
い
て
も
必
須
条
件
と
な
り
、
よ

り
効
率
的
・
効
果
的
な
利
用
が
必
然
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
組
合
も
同
様
で
、

単
に
内
部
の
情
報
処
理
を
行
う
の
で
は

な
く
、
消
費
者
・
組
合
員
・
関
係
機
関

と
の
連
携
を
実
現
し
て
行
く
事
が
必
要

で
す
。
組
合
で
は
事
業
計
画
に
基
き
、

今
年
度
よ
り
「
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
開
始
し
、
第
一
期
の
計
画
達

成
に
向
け
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は

　

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
の
目
指
す
姿
は
、

組
合
の
シ
ス
テ
ム
が
核
と
な
り
情
報
の

交
換
・
配
信
を
行
う
事
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
情
報
の
交
換
は
、
消
費
者
・

組
合
・
組
合
員
・
関
係
機
関
が
必
要
に

応
じ
情
報
の
交
換
が
出
来
る
体
制
で
す
。

　

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
化
は
三
期
に
分

け
、
第
一
期
は
基
本
ベ
ー
ス
の
構
築
を

行
い
、
第
二
期
は
基
本
ベ
ー
ス
の
充
実

・
修
正
を
加
え
た
後
に
第
三
期
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
第
一
期
に
あ
た
り
、
情
報

の
共
有
化
を
行
う
た
め
の
「
業
務
デ
ー

�
�
��
�
��
�
	

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
	


�
�

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



酪農とちぎ農業協同組合　2004.12.16●3

ル
カ
ル
ビ
ン

イ
ー
テ
ィ
ー

と
い
う
種
牛

は
、
二
〇
〇

四
年
八
月
の

種
雄
牛
評
価
成
績
で
四
位
の
好
成
績
を

持
ち
ま
す
。
二
戸
の
酪
農
家
と
も
広
大

な
農
地
を
所
有
し
て
お
り
、
自
給
飼
料

中
心
の
飼
養
ス
タ
イ
ル
で
、
日
本
で
問

題
に
な
っ
て
い
る
糞
尿
処
理
な
ど
は
無

縁
で
、
立
地
条
件
の
違
い
を
痛
切
に
感

じ
ま
し
た
。

　

粗
飼
料
の
生
産
地
視
察
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
州
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
の
品
質
管
理
、
保
管
状
況
、

生
産
圃
場
を
見
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

チ
モ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
ベ
ー
ス
ン
で
、
六
月
初
旬
か
ら
収
穫

を
始
め
ま
し
た
が
、
六
月
九
日
か
ら
二

週
間
近
く
雨
が
降
り
、
六
〇
％
の
ヘ
イ

が
雨
に
あ
た
っ
て
し
ま
い
、
グ
レ
ー
ド

と
し
て
は
、
酪
農
向
け
№
２
、
№
３
が

多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
量
的
に
は
平

年
の
三
分
の
一
程
度
し
か
確
保
で
き
そ

う
に
な
く
、
価
格
は
現
地
価
格
で
約
一

円
程
度
上
昇
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
の
混
入
に
つ
い
て

は
昨
年
が
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
混
入
の
ひ

ど
い
畑
は
、
昨
年
の
二
番
草
の
収
穫
後

粗
飼
料
生
産
視
察
レ
ポ
ー
ト

　

全
酪
連
粗
飼
料
事
業
推
進
研
究
会
の

米
国
視
察
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
粗
飼

料
の
生
産
地
・
酪
農
家
を
視
察
し
て
参

り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

酪
農
家
の
視
察
は
、
米
国
ウ
イ
ス
コ

ン
シ
ン
州
グ
リ
ー
ン
ベ
イ
周
辺
で
二
戸

行
な
い
ま
し
た
。
初
め
に
訪
れ
た
サ
イ

ク
ル
フ
ァ
ー
ム
は
、
搾
乳
牛
百
二
十
頭

・
育
成
牛
八
十
頭
を
飼
養
し
、
エ
ク
セ

レ
ン
ト
級
の
牛
を
多
数
保
有
し
て
お
り
、

共
進
会
に
も
熱
心
な
酪
農
家
で
し
た
。

二
戸
目
の
エ
メ
ラ
ル
ド
エ
ー
カ
ー
ス

フ
ァ
ー
ム
は
、
兄
弟
三
人
で
搾
乳
牛
三

三
〇
頭
、
育
成
牛
・
肥
育
牛
を
含
め
る

と
約
九
〇
〇
頭
を
飼
養
し
て
い
る
酪
農

家
で
、
日
本
に
も
種
牛
を
供
給
し
て
お

り
、
エ
メ
ラ
ル
ド
エ
ー
カ
ー
ブ
イ
ア
ー
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コ
ー
ン
な
ど
に
切
り
替
え
、
日
本
か
ら

の
ク
レ
ー
ム
を
受
け
て
現
地
農
家
の
指

導
を
し
て
い
る
と
の
説
明
で
し
た
。

　

エ
レ
ン
ズ
バ
ー
グ
周
辺
の
チ
モ
シ
ー

は
、
あ
る
程
度
の
良
品
確
保
は
出
来
ま

し
た
が
、
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
の
混
入
も
目

立
ち
、
昨
年
の
よ
う
な
良
品
を
期
待
す

る
事
は
出
来
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ワ

シ
ン
ト
ン
州
の
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
に
つ

い
て
は
、
過
去
二
十
年
来
最
悪
の
年
で

あ
る
と
の
事
と
で
し
た
。
一
番
草
は
八

〇
％
が
雨
当
た
り
、
二
〇
％
が
刈
り
遅

れ
の
状
態
。
二
番
草
に
も
影
響
が
あ
り
、

品
質
に
つ
い
て
も
色
あ
せ
、
色
抜
け
、

茎
の
サ
イ
ズ
が
違
う
な
ど
散
々
な
状
態

で
し
た
。
三
番
草
は
五
〇
％
が
雨
当
た

り
、
四
番
刈
り
は
進
行
中
で
し
た
が
、

一
〇
％
が
雨
に
あ
た
っ
て
い
る
状
態
で

し
た
。
作
付
面
積
が
減
り
、
雨
の
ダ
メ

ー
ジ
が
出
て
し
ま
っ
た
事
で
、
輸
出
グ

レ
ー
ド
の
草
は
例
年
よ
り
三
〇
％
減
っ

て
し
ま
い
、
全

体
の
量
が
減
る

事
で
、
プ
レ
ミ

ア
ム
グ
レ
ー
ド

が
減
り
、
№
１
、

２
が
増
え
る
傾

向
に
あ
り
、
輸

出
マ
ー
ケ
ッ
ト

向
け
に
作
っ
て

い
る
農
家
は
、

国
内
向
け
も
値

が
良
い
事
か
ら

か
な
り
強
気
で
、

二
〇
〇
五
年
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
に

も
影
響
が
出
そ

う
で
す
。

　

オ
レ
ゴ
ン
州
で
は
、
一
番
草
は
四
〇

％
が
雨
当
た
り
、
二
番
草
の
雨
当
た
り

は
二
〇
％
程
度
で
ま
ず
ま
ず
の
出
来
、

三
番
草
は
二
〇
％
が
雨
当
た
り
で
、
ほ

と
ん
ど
が
国
内
向
け
と
の
事
で
し
た
。

　

ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
、
ク
レ
イ
ン
グ
ラ

ス
に
つ
い
て
は
、
良
品
が
ス
ト
ッ
ク
し

て
あ
り
ま
し
た
。
粗
飼
料
の
視
察
先
で

共
通
し
て
感
じ
た
事
は
、
品
質
管
理
・

グ
レ
ー
ド
分
け
等
に
つ
い
て
、
私
た
ち

の
質
問
・
意
見
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
る

姿
勢
は
、
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
要

求
に
応
え
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
、
本
当

に
好
感
の
持
て
る
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
会
で
、
米
国
の
慣

習
・
文
化
・
粗
飼
料
の
生
産
現
場
・
酪

農
家
を
直
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
い

に
プ
ラ
ス
に
な
り
、
今
後
の
農
家
指
導

等
の
中
で
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。〈
那
須
高
原
支
所　

臼
井　

一
弘
〉
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海
外
研
修
報
告

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

エエエエエエエエエメメメメメメメメメラララララララララルルルルルルルルルドドドドドドドドドエエエエエエエエエーーーーーーーーーカカカカカカカカカーーーーーーーーースススススススススフフフフフフフフファァァァァァァァァーーーーーーーーームムムムムムムムム



酪農とちぎ農業協同組合　2004.12.16●4

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� �����������������������������������������������

彩
な
催
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
好
天

に
も
恵
ま
れ
、
予
想
を
遥
か
に
上
回
る

約
五
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
秋
晴
れ

の
中
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
れ
た
事

と
思
い
ま
す
。

　

ミ
ル
ク
の
国
ゾ
ー
ン
で
は
、
共
進
会

に
向
け
て
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
た

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
八
十
五
頭
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
種
六
頭
の
合
計
九
十
一
頭
が
出
品

さ
れ
、�
家
畜
改
良
事
業
団　

十
勝
種

雄
牛
セ
ン
タ
ー
場
長
高
橋　

茂
氏
が
審

査
さ
れ
ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
別
表

の
通
り
で
す
。
受
賞
者
の
皆
様
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
共
に
向
け
、

弾
み
が
つ
い
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

わ
ん
ぱ
く
の
国
ゾ
ー
ン
で
は
、
来
年

に
迫
っ
た
「
と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス

タ
二
〇
〇
五
」
の
Ｐ
Ｒ
や
、
動
物
と
の

ふ
れ
あ
い
牧
場
コ
ー
ナ
ー
、
わ
ん
ぱ
く

ス
テ
ー
ジ
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
親
子
連
れ
が
、

搾
乳
体
験
や
小
動
物
と
の
触
れ
合
い
を

楽
し
み
、
折
り
牛
を
一
生
懸
命
折
っ
て

い
ま
し
た
。
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来
年
十
一
月
開
催
の
第
十
二
回
全
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
・
第
四
回
全

日
本
ジ
ャ
ー
ジ
ー
共
進
会
栃
木
大
会

「
と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇

五
」
の
プ
レ
大
会
と
し
て
、
第
十
七
回

栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
・
第
一

回
ジ
ャ
ー
ジ
ー
共
進
会
が
、
十
一
月
三

日
（
水
）
壬
生
町
羽
生
田
地
内
県
有
地

に
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
大
な
会
場
を
、
ミ
ル
ク
の
国
ゾ
ー

ン
（
共
進
会
）
と
わ
ん
ぱ
く
の
国
ゾ
ー

ン
・
ま
ん
ぷ
く
の
国
ゾ
ー
ン
（
イ
ベ
ン

ト
）
に
分
け
、
乳
牛
審
査
の
ほ
か
、
多

とととととととととと
ちちちちちちちちちち
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ
フフフフフフフフフフ
ァァァァァァァァァァ
ーーーーーーーーーー
ムムムムムムムムムム
フフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェ
スススススススススス
タタタタタタタタタタ
二二二二二二二二二二
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
五五五五五五五五五五

ププププププププププ
レレレレレレレレレレ
大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催

第17回栃木県ホルスタイン共進会入賞牛
優等賞

酪農協出　品　者生年月日名　　　　　　号部　別

酪農とちぎ茂木町　　羽石　智昭H15.11.14ウィング マドキャップ チャンピー ホープ第１部

酪農とちぎ塩 原 町　和田　　泰H15. 9.14リージェント BC フラワー コラ第２部

栃　酪今 市 市　植木　　靖H15. 5.10プラントツリー ABE アウトサイド第３部

酪農とちぎ市 貝 町　大瀧　信夫H15. 3.14コージー ロング ロイアーロン第４部

栃　酪今 市 市　植木　　靖H14.12.17プラントツリー AE ダーハム第５部

酪農とちぎ宇都宮市　川田　佳男H14. 9. 8リバーファーム エステイメイト ダーハム クッキー第６部

北那須那須町　ウェルシーファームH14. 2.28ウェルシー ディーン ルーベンス ET第７部

酪農とちぎ南那須町　菊池　善也H13. 2. 4キクイチ マダム レデューク ジャベラー第８部

酪農とちぎ塩 原 町　和田　　泰H12. 4. 6リージェント リーダー キム第９部

酪農とちぎ上河内町　小林　幸雄H11. 8.26シルクランド マロニエ ウォーデン リー ET第10部

名誉賞
酪農協出　品　者生年月日名　　　　　　号部　別

栃　酪今 市 市　植木　　靖H15. 5.10プラントツリー ABE アウトサイド第３部

北那須那須町　ウェルシーファームH14. 2.28ウェルシー ディーン ルーベンス ET第７部

酪農とちぎ塩 原 町　和田　　泰H12. 4. 6リージェント リーダー キム第９部

第１回栃木県ジャージー共進会入賞牛
優等賞

酪農協出　品　者生年月日名　　　　　　号部　別

酪農とちぎ芳賀町　㈲岡田牧場H16. 1. 6オカダファーム プリティ ペヨンジュン第１部

酪農とちぎ那須町　塩島　春樹H15.10. 2COZ ユーユー第２部

栃　酪黒磯市　今井　　武H13. 6.20イマイファーム サンシャイン ラムジー第３部

名誉賞
酪農協出　品　者生年月日名　　　　　　号部　別

酪農とちぎ芳賀町　㈲岡田牧場H16. 1. 6オカダファーム プリティ ペヨンジュン第１部

　

ま
ん
ぷ
く
の
国
ゾ
ー
ン
で
は
、
牛
乳

・
乳
製
品
等
の
販
売
ブ
ー
ス
、牛
乳
入
り

豚
汁
や
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
等
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
の
飲
食
ブ
ー
ス
に

多
く
の
来
場
者
が
集
ま
り
、
時
に
は
長

蛇
の
列
に
な
る
ほ
ど
大
好
評
で
し
た
。

　

プ
レ
大
会
開
催
に
当
た
り
、
出
品
者

及
び
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。
第
十
二
回
全
共
成
功
に
向

け
て
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。



酪農とちぎ農業協同組合　2004.12.16●5

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

　

那
須
高
原
支
所

　

第
三
回
那
須
高
原
支
所

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

十
一
月
十
六
日
に
那
須
高
原
支
所
活

動
推
進
協
議
会（
会
長　

渡
辺
信
一
氏
）

主
催
に
よ
る
那
須
高
原
支
所
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
男
性
八

十
四
名
、
女
性
六
十
九
名
の
計
百
五
十

三
名
の
参
加
者
が
二
箇
所
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
会
場
で
競
技
し
、
地
域
の
親
睦
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
表
彰
パ
ー
テ
ィ
ー
会

場
で
は
、
冬
支
度
に
備
え
た
各
種
賞
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

が
行
な
わ
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
優
勝
は

男
性
の
部
―
花

山
祐
志
さ
ん
、

女
性
の
部
―
月

井
ミ
イ
さ
ん
と

な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
那
須
高
原
支
所
協
議
会
事
業

　

平
成
十
六
年
十
二
月
九
日
〜
二
十
二
日

　

第
二
回
畜
舎
環
境
調
査

　

平
成
十
七
年
二
月　

支
所
全
体
研
修
会

　

宇
都
宮
支
所

支
所
活
動
推
進
協
議
会
、
三
地
域

酪
農
組
合
事
業
「
環
境
美
化
」
事

業
を
十
一
月
に
実
施

　

今
年
度
で
三
年
目
と
な
る
環
境
美
化

事
業
は
、
舎
周
辺
に
花
の
苗
を
植
え
、

環
境
美
化
・
整
備
を
図
る
事
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
五
月
・
十
一

月
の
二
回
実
施
致
し
ま
し
た
が
、
各
戸

と
も
牛
舎
並
び
に
そ
の
周
辺
の
環
境
整

備
、
美
化
に
努
め
ら
れ
て
お
り
、
回
を

重
ね
る
毎
に
そ

の
努
力
が
伺
わ

れ
ま
し
た
。
今

後
も
環
境
整
備

・
美
化
に
は
ご

努
力
さ
れ
、
環

境
を
保
た
れ
ま

す
よ
う
期
待
致

し
ま
す
。

高
根
沢
南
那
須
牛
群
検
定
組
合
、

南
那
須
町
合
同
視
察
研
修
会

　

去
る
十
一
月
七
日
〜
八
日
の
一
泊
二

日
で
、
群
馬
県
の
「
矢
内
孝
久
牧
場
」

と
「
長
壁
清
一
牧
場
」
を
、
牛
検
組
合

長
の
物
井
通
氏
を
は
じ
め
総
勢
十
八
名

で
視
察
研
修
致
し
ま
し
た
。
矢
内
牧
場

は
四
十
頭
の
繋
ぎ
牛
舎
、
長
壁
牧
場
は

百
頭
の
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
管
理

し
、
両
牧
場
と
も
一
万
キ
ロ
以
上
の
牛

群
で
、
飼
養
管
理
は
異
な
っ
て
も
乳
牛

の
能
力
を
充
分
に
発
揮
出
来
る
よ
う
環

境
を
重
視
し
、
高
効
率
的
な
牛
群
管
理

を
忠
実
に
行
い
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま

す
。
視
察
参
加
者
も
参
考
に
な
り
有
意

義
な
視
察
研

修
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他

　

十
一
月
十

八
日
に
女
性

会
塩
谷
支
部

親
睦
会
を
開

催
致
し
ま
し

た
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

『
ギ
タ
ー
作
り
』

　

小
山
市
西
部
の
田
園
地
帯
の
あ
る
寒

川
酪
農
団
地
で
経
産
牛
三
十
頭
を
飼
養

し
て
い
る
増
田
清
司
さ
ん
の
趣
味
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

趣
味
で
始
め
た
ギ
タ
ー
収
集
が
ア
コ

ー
ス
テ
ッ
ク
ギ
タ
ー
二
百
五
十
本
、
エ

レ
キ
ギ
タ
ー
十
五
本
に
も
な
り
、
業
界

で
は
か
な
り
名
の
通
っ
た
人
で
す
。
楽

器
メ
ー
カ
ー
や
ギ
タ
ー
専
門
誌
か
ら
も

度
々
取
材
を
受
け
、
掲
載
さ
れ
て
い
る

ほ
ど
で
す
。
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
収
集

し
た
ギ
タ
ー
の
修
理
を
手
が
け
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
仲
間
か
ら
依
頼
を
受
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
に
は
ギ

タ
ー
だ
け
で
な
く
、
マ
ン
ド
リ
ン
等
も

あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
材
料
費
だ
け
で

修
理
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
修
理
の

数
を
こ
な
す
う
ち
に
次
第
に
腕
を
上
げ
、

以
前
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
ア
コ
ー
ス

テ
ッ
ク
ギ
タ
ー
作
り
を
始
め
、
あ
れ
こ

れ
と
道
具
に
こ
だ
わ
り
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
の
完
成
は
ひ
と
し
お
の
よ
う
で
す
。

材
料
は
ア
メ
リ
カ
等
か
ら
通
信
販
売
で

取
寄
せ
る
熱
の
入
れ
よ
う
で
す
。
余
暇

を
利
用
し
牛
舎
の
一
角
の
工
房
で
、
何

千
何
百
の
工
程
を
経
て
半
年
が
か
り
で

つ
い
に
第
一
号
が
去
年
の
六
月
に
夢
が

叶
い
完
成
し
、
翌
月
の
ギ
タ
ー
専
門
誌

で
写
真
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
工
房
に
入
り
二
本
目
・
三
本

目
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
人

が
手
塩
に
か
け
た
ギ
タ
ー
か
ら
奏
で
ら

れ
る
メ
ロ
デ
イ
ー
は
一
層
多
く
の
人
を

魅
了
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

�

�

�
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女性会塩谷支部親睦会（東京）
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ず
増
加
し
十
六
年
度
末
在
庫
量
は
約
七

・
一
ヶ
月
と
予
測
さ
れ
、
バ
タ
ー
需
要

に
つ
い
て
も
弱
含
み
の
傾
向
と
な
っ
て

き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
は
十

六
年
度
末
の
在
庫
量
は
四
ヶ
月
に
達
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｊ
ミ

ル
ク
、
中
央
酪
農
会
議
等
に
お
い
て
積

極
的
な
緊
急
消
費
拡
大
策
が
検
討
さ
れ
、

今
後
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

成
果
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

関
東
生
乳
販
連
に
お
い
て
は
、「
生
産

基
盤
の
弱
体
化
を
極
力
招
か
な
い
。」事

を
基
本
と
し
て
、
計
画
生
産
に
つ
い
て

は
関
東
全
体
で
取
組
む
こ
と
と
で
実
施

す
る
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
需
要
期
生
産
に
取
組
む
と
と
も

に
組
合
の
生
乳
生
産
基
盤
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

乳
質
成
績
は
、
十
月
に
入
り
脂
肪
率

が
若
干
（
〇
・
〇
五
％
）
低
下
し
た
も

の
の
、
無
脂
固
形
分
率
は
逆
に
〇
・
〇

五
％
向
上
し
、
細
胞
数
に
つ
い
て
も
前

年
並
み
の
好
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
上

記
の
と
お
り
で
す
。

生
乳
販
売
部

　

四
月
〜
九
月
の
組
合
の
生
乳
生
産
は

累
計
で
一
〇
二
・
五
％
と
堅
調
に
推
移

し
て
き
ま
し
た
が
、
十
月
に
入
り
前
年

比
一
〇
〇
・
三
％
と
前
年
並
み
の
生
産

と
な
り
ま
し
た
。
支
所
別
に
み
る
と
、

那
須
高
原
支
所
に
お
い
て
は
九
十
九
・

六
％
と
前
年
を
や
や
下
回
り
ま
し
た
が
、

宇
都
宮
支
所
に
お
い
て
は
一
〇
一
・
一

％
、
県
南
支
所
に
お
い
て
も
一
〇
一
・

七
％
と
堅
調
な
生
産
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
宇
都
宮
・
県
南
支
所
に
お
い
て
は

六
月
以
降
は
四
〜
六
％
の
大
幅
な
伸
び

か
ら
は
比
較
的
落
ち
着
い
た
生
産
傾
向

と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
動
向
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
が
九
八
・
二
％
、
都
府
県
に
お

い
て
も
九
十
七
・
六
％
と
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

関
東
に
お
い
て
は
九
八
・
六
％
と
前

年
を
下
回
る
生
産
と
な
り
、
下
期
に
お

い
て
は
こ
の
減
少
傾
向
が
続
く
も
の
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

　

生
乳
需
要
の
動
向
に
お
い
て
は
、
飲

用
牛
乳
向
け
は
相
変
わ
ら
ず
伸
び
悩
み
、

む
し
ろ
低
迷
（
四
％
減
）
し
て
お
り
、

特
定
乳
製
品
向
け
も
生
産
減
に
も
か
か

わ
ら
ず
脱
粉
在
庫
の
減
少
に
と
は
な
ら

�
�
�
���

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移
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11月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～350
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

4289223103411846851611月8日十　　勝

13841328233946635311月10日釧　　路

86916710827346338211月11日根　　室

188824111325947049411月18日豊　　富

62129201106341548054711月24日北　　見

11591738319447034911月25日根　　室

1072182477722649967711月26･27日十　　勝

2617361,384672201644783,318合　　計

1796121,111582226824812,792前　　月

239486795471134394792,978前年同月

〔単位：円（税込）〕平成16年11月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

３３,８２３３,１５０６４,０５０－１７０ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１３６,１３０７３,５００１８７,９５０－７１Ｆ１雄

６８,５７３３７,８００９９,７５０－５２Ｆ１雌

４５,０００２１,０００５７,０００７０８ホルス雄

十
七
日

館　

林
１３１,２７３３０,０００１５８,０００７２１１Ｆ１雄

９７,５６３４２,０００１３２,０００７１１６Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

酪　

農　

部

　

青
年
部
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

大
田
原
チ
ー
ム
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

　

第
三
回
酪
農
と
ち
ぎ
青
年
部
親
善
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
十
一
月
十
日
、

宇
都
宮
市
・
道
場
宿
緑
地
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
昨
年
の
成
績
を
基
に
四
ブ

ロ
ッ
ク
の
リ
ー
グ
戦
を
行
な
い
、
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
の
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

　

各
支
部
よ
り
十
チ
ー
ム
（
当
初
、
十

二
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
）
が
参
加
し
、

暖
か
い
秋
晴
れ
の
中
、
白
熱
し
た
試
合

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
大
会
も

好
ゲ
ー
ム
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
好

プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
も
続
出
し
、
歓
声

と
笑
い
の
中
、
親
睦
が
深
め
ら
れ
た
事

と
思
い
ま
す
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
チ
ー
ム
の
、
選
手

の
皆
様
、
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

新
配
合『
酪
と
ち
Ｈ
Ｄ　

』の
紹
介

70

　

先
頃
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
し
た
、
組

合
推
奨
指
定
新
配
合『
酪
と
ち
Ｈ
Ｄ　

』
70

を
重
ね
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
新
配
合
は
、
乾
乳
・
育
成
後
期

の
飼
養
管
理
に
着
目
し
開
発
し
た
商
品

で
す
。
商
品
名
は
、
育
成
雌
牛
の
「
ヘ

フ
ァ
」
と
乾
乳
牛
の
「
ド
ラ
イ
」
の
頭

文
字
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ　

％
か
ら
命
名
し
て
お

70

り
、
今
夏
（
猛
暑
）
数
ヶ
月
間
給
与
試

験
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
を
得
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
配
合
の
成
分
・
組
成
割
合
・
給

与
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
の

で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
給
与

方
法
の
詳
細
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
支
所
・
事
業
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

� ������������������������������������

青年部親善ソフトボール大会結果
宇都宮市・道場宿緑地　

第３位準優勝優　勝ブロック
那須Ｂ那須Ａ大田原Ａブロック
黒磯Ｂ塩谷黒磯ＡＢブロック
那須南芳賀Ｂ宇河・今市Ｃブロック
芳賀Ａ河内南部・下都賀塩原・西那須野Ｄブロック

『酪とちＨＤ70』の価格
供給価格荷　姿品　　名

45,650円ｔ酪とちＨＤ70バラ

   961円20kg酪とちＨＤ70（袋）

『酪とちＨＤ70』の原材料名・保証成分
保証成分原材料名等

18.0％以上粗 蛋 白 質原　材　料　名配合割合原材料区分
2.0％以上粗　 脂　 肪とうもろこし、大麦、マイロ３３％穀 類
10.0％以下粗　 繊　 維大豆油かす、なたね油かす、

コーングルテンミール２４％
植 物 性
油 か す 類 10.0％以下粗　 炭　 分

0.70％以上カルシウムコーングルテンフィード、ふすま２０％そうこう類
0.40％以上リ　　　 ンビートパルプ、アルファルファヘイ

キューブ、糖みつ、炭酸カルシウム２３％そ の 他
70.0％以上Ｔ　 Ｄ　 Ｎ

『酪とちＨＤ70』の給与メニュー例
給与メニュー例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：㎏）

乾　乳　後　期乾　乳　前　期
育　成　後　期

飼　料　名
20ヵ月令18ヵ月令

6.010.010.010.0
グラスサイレージ

(DM22.5％)

12.012.010.010.0
コーンサイレージ

(DM25.0％)

1.00.02.01.02.02.52.01.52.01.5ヘ イ キ ュ ー ブ
1.51.52.02.51.52.5ビ ー ト パ ル プ
5.03.54.55.03.05.03.53.03.03.53.03.0チ モ シ ー 乾 草
2.51.04.01.02.02.0オ ー ツ 乾 草

0.02.02.02.02.02.52.52.5ス ト ロ ー へ イ
3.53.03.52.52.02.04.03.54.03.53.03.5酪 と ち H D 　70 

酪カウサポート 　23 
0.050.050.05ビ タ 力 E 　10 
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長
期
計
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�案
 

」
の
承
認
に
つ
い
て

　

�五
 
　

年
末
手
当
支
給
に
つ
い
て

�
�
�
�

那
須
高
原
配
送
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　

改
修
工
事
に
つ
い
て

　

ご
利
用
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
配
送
セ
ン
タ

ー
改
修
工
事
は
、
十
二
月
二
十
日
に
完

成
予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

地
震
・
台
風
被
災
の
義
援
金

　

今
夏
の
台
風
上
陸
及
び
新
潟
県
中
越

地
震
に
よ
り
、
多
く
の
酪
農
仲
間
が
被

十
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

十
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　

酪
農
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

九
月
度
及
び
上
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

　

�二
 
　

診
療
業
務
に
つ
い
て

　

�三
 
　

那
須
高
原
配
送
セ
ン
タ
ー
改
修

　

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
組
み
合
わ
せ
た
、

Ｉ
Ｐ
電
話
が
普
及
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
Ｉ
Ｐ
電
話
と
は
ど
う
い
っ
た

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
通
常
の
電
話

は
、
沢
山
の
交
換
機
を
経
由
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
距
離
に
応
じ
て
料
金
が
高

く
な
り
ま
す
。一
方
、Ｉ
Ｐ
電
話
は
音
声

を
デ
ー
タ
化
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
コ
ス
ト
が

発
生
せ
ず
、
全
国
一
律
の
料
金
で
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
般
加
入
電
話
よ

り
安
い
料
金
で
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｐ
電
話

で
す
が
、
同
じ
プ
ロ
バ
イ
ダ
同
士
で
あ

れ
ば
距
離
、
時
間
に
関
係
な
く
無
料
と

な
り
ま
す
。例
え
ば
Ｏ
Ｃ
Ｎ
同
士
、Ｙ
ａ

ｈ
ｏ
ｏ
Ｂ
Ｂ
同
士
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　

条
件
に
よ
っ
て
は
一
概
に
安
く
な
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
県
外
な
ど
に
遠

距
離
電
話
を
か
け
る
頻
度
の
高
い
方
は

ご
一
考
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

工
事
に
つ
い
て

十
一
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

十
一
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に

つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

十
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

新
潟
県
中
越
地
震
及
び
台
風
被

災
地
へ
の
義
援
金
に
つ
い
て

　

�三
 
　

専
門
委
員
会
開
催
に
つ
い
て

　

�四
 
　

関
東
生
乳
販
連
「
機
能
強
化
中
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���������������
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新
千
円
札
に
は
野
口
英
世
、
新
五
千
円

札
に
樋
口
一
葉
が
登
場
し
、
新
一
万
円

札
の
裏
は
平
等
院
鳳
凰
堂
の
鳳
凰
像
に

変
っ
た
。
独
特
な
透
か
し
と
ホ
ロ
グ
ラ

ム
の
特
殊
技
術
に
よ
り
、
偽
造
防
止
を

目
的
に
刷
新
さ
れ
た
の
だ
が
、
早
く
も

全
国
初
の
偽
造
事
件
が
本
県
で
発
生
し

た
の
は
い
た
だ
け
な
い
。

�
　
　
�
　
　
�

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
続
き
、
後
を
絶
た

な
い
「
ワ
ン
切
り
携
帯
」
の
迷
惑
電
話
。

誰
も
が
経
験
し
た
と
思
う
が
、
本
当
に

迷
惑
で
あ
る
。
つ
い
、
着
信
あ
り
表
示

に
か
け
直
す
と
、
意
味
不
明
の
テ
ー
プ

が
流
れ
、
あ
と
で
法
外
な
高
額
請
求
を

受
け
る
。
送
信
先
の
番
号
確
認
・
不
審

と
思
う
電
話
に
は
応
じ
な
い
等
の
自
己

管
理
が
肝
要
で
す
。
ま
た
、
走
行
中
の

使
用
も
禁
止
と
な
り
、
違
反
す
る
と
罰

則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

�
　
　
�
　
　
�

　
「
牛
肉
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」の
施

行
に
伴
い
、
流
通
段
階
で
も
十
二
月
一

日
よ
り
国
内
産
牛
肉
の
小
売
店
・
販
売

店
に
お
い
て
は
、
個
体
識
別
番
号
の
表

示
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発

生
を
受
け
、
我
々
生
産
者
に
は
出
生
届

と
耳
標
装
着
・
日
常
の
飼
育
管
理
記
録

が
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
し
て
今
回
の
表

示
が
徹
底
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
消
費

者
の
安
全
・
安
心
感
は
増
幅
さ
れ
た
と
思

う
。
願
う
は
更
な
る
購
買
意
欲
を
。（
ｙ
）

　

今
夏
猛
暑
の
影
響
か
、
先
月
二
十
九

日
県
都
で
観
測
し
た
初
氷
の
遅
日
、
十

一
月
平
均
気
温
の
高
さ
は
観
測
史
上
の

記
録
と
聞
く
。
南
方
高
気
圧
の
勢
力
が

強
く
、
大
陸
寒
気
団
の
南
下
を
拒
ん
で

い
る
た
め
の
よ
う
で
す
。

　

日
増
し
に
本
来
の
寒
さ
を
感
じ
る
中
、

可
憐
な
サ
ザ
ン
カ
の
花
が
癒
し
て
く
れ

る
。
暦
も
師
走
に
入
り
、
二
十
一
日
冬

至
を
迎
え
る
。

�
　
　
�
　
　
�

　

二
十
年
ぶ
り
に
紙
幣
が
衣
替
え
し
た
。
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災
さ
れ
ま
し
た
。�
中
央
酪
農
会
議
が

中
心
と
な
り
、
全
国
の
酪
農
家
よ
り
義

援
金
を
贈
る
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
組
合
で
は
、
理
事
会
に
お
い
て
決

定
し
、
全
組
合
員
及
び
役
職
員
一
同
と

し
て
八
十
四
万
六
千
円
を
贈
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


